
JP 2009-61205 A 2009.3.26

(57)【要約】
【課題】ケーブルに対する絶縁チューブや絶縁テープの
取付け作業をなくし、ケーブルを含む患者回路－筐体間
の所定の絶縁耐圧を確実に維持できるようにする。
【解決手段】２次回路に対し電気的に分離された患者回
路２５を備えたプロセッサ装置で、その筐体１１がグラ
ンド電位に接続されており、この筐体１１に、平面板２
０ａと側面板２０ｂからなる合成樹脂製の絶縁プレート
２０を取り付け、この絶縁プレート２０に、患者回路２
５を実装した患者回路基板２４-１を取り付ける。この
患者回路基板２４-１には、ケーブル２７ａ，２７ｆ等
が接続されており、このケーブル２７ａ，２７ｆを含む
患者回路２５全体と筐体１１との間に、絶縁プレート２
０が介在するように構成する。上記絶縁プレート２０の
側面板２０ｂには、ケーブル２７ｆ等を通すための切り
欠き部２１を設ける。
【選択図】図１



(2) JP 2009-61205 A 2009.3.26

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号処理を実行するために設けられ、後段の２次回路とは電気的に分離された患者
回路を有し、この患者回路を、グランドに接続された筐体内に配置する電子内視鏡装置に
おいて、
　上記患者回路及びこれに接続されるケーブルと上記筐体との間に、この患者回路及びケ
ーブル－筐体間を電気的に分離するための大きさの絶縁プレートを設けたことを特徴とす
る電子内視鏡装置。
【請求項２】
　上記絶縁プレートは、プレート本体である平面板の周辺から垂直方向へ側面板を延出さ
せた形状とし、この側面板には、ケーブルを通すための切り欠き部を設けたことを特徴と
する請求項１記載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子内視鏡装置、特に２次回路から電気的に分離された患者側の患者回路と筐
体との間の絶縁のための構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置は、例えばスコープ（電子内視鏡）に搭載された固体撮像素子であるＣ
ＣＤ（Charge Coupled Device）をＣＣＤ駆動回路により駆動することにより被観察体を
撮像し、このスコープが接続されたプロセッサ装置に上記ＣＣＤの出力信号を供給し、こ
のプロセッサ装置内の画像信号処理回路にて所定の信号処理を施すことにより、被観察体
画像をモニタに表示することができる。このようなプロセッサ装置の画像信号処理回路と
して、患者回路と主電源部が配置された２次回路とが設けられ、この患者回路と２次回路
をアイソレーションによって電気的に分離することにより、スコープ側の電気的安全性が
維持されている。
【０００３】
　そして、上記患者回路は、グランドに接地された筐体との間で所定の絶縁状態が維持さ
れており、このための従来の１つの構成例が図４に示される。
　図４において、プロセッサ装置の金属製筐体１には、スコープ側のケーブルコネクタを
接続するコネクタ受け部２が設けられ、このコネクタ受け部２に、ケーブル（電気コード
）３を介して患者回路基板４が接続され、この患者回路基板４に、患者回路５として画像
信号処理回路を構成する各種の回路が実装される。上記筐体１は、グランド電位に接続さ
れており、２次回路のグランド線等が接続される。
【０００４】
　このような患者回路基板４は、筐体１に設けられた支持部７に、絶縁体８を介して接続
されるように構成され、これによって、所定耐圧の絶縁状態が維持される。
　また、コネクタ受け部２から患者回路基板４に配置されるケーブル３、或いは図示して
いないが、複数の患者回路基板４間に配置されるケーブルについては、図示の絶縁チュー
ブ９を取り付けたり、絶縁テープを巻いたりして、筐体１との間での所定の絶縁耐圧が維
持される。
【特許文献１】特開２００５－９５６６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の電子内視鏡装置における患者回路５と筐体１との間の絶縁構造で
は、上述のように、ケーブル３を含む複数のケーブルに対し絶縁チューブ９を装着したり
、絶縁テープを巻いたりしなければならず、このための作業が煩雑であるという問題があ
った。また、患者回路基板４に接続されるケーブル３等の途中には、高周波ノイズを除去
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するために、肉厚のある円筒状のフェライトコア（ノイズ対策部材）が取り付けられてお
り、このフェライトコアの取付けを考慮する必要があるため、上記絶縁チューブ９や絶縁
テープの取付けが更に煩雑となっている。
【０００６】
　更に、取り付けた絶縁チューブ９が破れたり、絶縁テープが外れたりすることもあり、
この場合には、所定の絶縁耐圧が維持できない。
【０００７】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、ケーブルに対する絶縁
チューブや絶縁テープの取付け作業をなくし、ケーブルを含む患者回路－筐体間の所定の
絶縁耐圧を確実に維持することができる電子内視鏡装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、電子内視鏡内の撮像素子に関する画像
信号処理を実行するために設けられ、後段の２次回路とは電気的に分離された患者回路を
有し、この患者回路を、グランドに接続された筐体内に配置する電子内視鏡装置において
、上記患者回路及びこれに接続されるケーブルと上記筐体との間に、この患者回路及びケ
ーブル－筐体間を電気的に分離するための大きさの絶縁プレートを設けたことを特徴とす
る。
　請求項２の発明は、上記絶縁プレート（合成樹脂製）を、プレート本体である平面板の
周辺から垂直方向へ側面板を延出させた形状とし、この側面板には、ケーブルを通すため
の切り欠き部を設けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の電子内視鏡装置によれば、絶縁プレートによって、患者回路とこれに接続され
るケーブルが筐体に対し簡単かつ確実に絶縁されるので、ケーブルに対する絶縁チューブ
や絶縁テープの取付け作業が不要となり、フェライトコア等の取付けに左右されることも
ない。
　また、絶縁チューブの破壊、絶縁テープの外れを考慮する必要がなく、ケーブルを含む
患者回路－筐体間の所定の絶縁耐圧を確実に維持することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１乃至図３には、実施例に係る電子内視鏡装置の構成が示されており、図１はプロセ
ッサ装置内の患者回路部分を上下反転して見たもの、図２は光源部を有するプロセッサ装
置の内部構成を示したもの、図３は患者回路部分の全体の斜視図である。図２に示される
ように、プロセッサ装置の金属製筐体１１は、グランド（ＧＮＤ）電位に接続されており
、このプロセッサ装置筐体１１の上部には、光源１３が配置され、この光源１３の出力光
をスコープ（電子内視鏡）側の光源コネクタ１４に配置されたライトガイド端部へ照明光
として供給するようになっている。
【００１１】
　図１にも示されるように、筐体１１の下部側面には、スコープ側の電気コネクタを接続
するコネクタ受け部１７が設けられる。そして、この筐体１１の中間板１１ｃに設けられ
た支持部（取付け部）１８に、合成樹脂製の絶縁プレート２０がネジ等で取り付けられる
。この絶縁プレート２０は、図３に示されるように、平面板（プレート本体であり、底面
板でもある）２０ａと側面板２０ｂから盆状（箱状）に形成され、この側面板２０ｂには
、ケーブルを通す切り欠き２１が設けられる。
【００１２】
　そして、この絶縁プレート２０に、スペーサ２３を介して患者回路基板２４-１，２４
－２（図３）がネジ等で取り付けられており、この患者回路基板２４－１，２４－２に、
画像信号処理回路としての患者回路２５が実装される。一方の患者回路基板２４－１の患
者回路２５としては、スコープ側のＲＯＭ（読出し専用メモリ）との間で情報通信を行う
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回路（マイコン等）やＤＳＰ（デジタル信号プロセッサ）等が配置され、他方の患者回路
基板２４－２の患者回路２５として、ＴＧ（タイミングジェネレータ）や患者回路用の電
源回路等が配置される。なお、この患者回路２５として、撮像素子であるＣＣＤを駆動す
るＣＣＤ駆動回路等を含んでもよい。
【００１３】
　また、上記患者回路基板２４－１には、上記コネクタ受け部１７からのケーブル（電気
コード群）２７ａが切り欠き部２１を通して接続され、その他にも、ケーブル（電気コー
ド群）２７ｂ～２７ｆが切り欠き部２１を利用しながら配置されており、この中のケーブ
ル２７ｆが２次回路基板２９へ接続される（図１及び図２の患者回路部の右側は、患者回
路基板２４－２を示している）。この２次回路基板２９に搭載された２次回路３０として
は、患者回路２５から出力された画像信号に対し、所定の画像処理を施す画像信号処理回
路や主電源部が配置され、この２次回路３０と上記患者回路２５とは、図示していないが
、アイソレーションデバイス（パルストランス又はフォトカプラ等）によって電気的に分
離され、これによって、２次回路３０側からの電流やノイズが患者回路２５及びスコープ
側へ流入することが防止される。
【００１４】
　そして、上記絶縁プレート２０は、患者回路基板２４－１，２４－２を含む領域だけで
なく、ケーブル２７ａ～２７ｆの全てを含む領域に配置される。即ち、絶縁プレート２０
が患者回路基板２４－１，２４－２及びケーブル２７ａ～２７ｆと筐体１１との間を遮蔽
するように両者間に介在する。また、ケーブル２７ａ，２７ｂ等の途中の外周に、フェラ
イトコア３２が取り付けられる。
【００１５】
　このような絶縁プレート２０によれば、患者回路２５及びケーブル２７ａ～２７ｆにつ
いて筐体１１に対する絶縁が簡単かつ確実に行われ、従来のような絶縁チューブ、絶縁テ
ープの取付けを考慮することなく、フェライトコア３２の取付けも容易に行うことができ
る。なお、図２に示されるように、上記患者回路基板２４－１，２４－２の下側は、筐体
１１との間に、所定高さの空間が存在することにより、必要な絶縁耐圧が維持される。
【００１６】
　上記実施例では、２枚の患者回路基板２４－１，２４－２を用いた例を示したが、患者
回路基板は１枚でもよいし、２枚を縦方向に重ねて配置してもよい。また、側面板２０ｂ
を外周の全てに配置したが、ケーブル等が配置されない部分については、側面板２０ｂを
取り除いてもよい。
【００１７】
　更に、患者回路がプロセッサ装置内に配置されている例を示したが、本来的に患者回路
として位置付けられるスコープ側に、上記患者回路（ＣＣＤ駆動回路や画像信号処理回路
）を配置したシステムにおいても、本発明を適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施例に係る電子内視鏡装置の患者回路部の構成を上下反転した状態で
示す側面図である。
【図２】実施例の電子内視鏡装置におけるプロセッサ装置（光源部を備えたもの）の構成
を示す側面図である。
【図３】実施例の患者回路部の全体の構成を示す斜視図である。
【図４】従来の電子内視鏡装置の患者回路部の構成を示す側面図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１，１１…筐体（プロセッサ装置）、
　３，２７ａ～１７ｆ…ケーブル、　５，２５…患者回路、
　２０…絶縁プレート、　　　　　　２０ａ…平面板、
　２０ｂ…側面板、　　　　　　　　２１…切り欠き部、



(5) JP 2009-61205 A 2009.3.26

　２４－１，２４－２…患者回路基板、
　２９…２次回路基板、　　　　　　３０…２次回路。

【図１】

【図２】

【図３】
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要解决的问题：消除绝缘管或绝缘带与电缆的连接工作，并确保在患者
电路和包括电缆的机柜之间保持特定的绝缘压力。解决方案：处理器装
置配备有患者回路25，患者回路25与次级回路电隔离。处理器装置的机
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成的绝缘板20连接到机壳11.然后，患者电路板安装有患者电路25的图
24-1安装在绝缘板20上。电缆27a，27f等与患者电路板24-1连接，处理
器装置以绝缘的方式构成。板20可以插在包括电缆27a和27f的整个患者
电路25和机壳11之间。在绝缘板20的侧面板20b上，用于使电缆27f等通
过的切口部分21穿过已安装。 Ž
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